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Abstract　［Ilhe　purpose　ofthis 　study 　is　to　investigate　the　possibility　ofthe 　Frarnework　for

Observing　and 　Reflecting　Classroom　English（FORCE ），
　which 　was 　constructed 　fbr

traming　f｛）r　English　lariguage　teachers
’

　use 　of 　the　lariguage　in　the　classrooms ．　 First
，　its

theoretical　base　a皿d　the　functions　of 　FORCE 　are 　briefly　outl 盈ed ．　Secondly，出e　result

of　a　case 　analysis 　is　reported 　which 　was 　conducted 　f（）r　teacher　trainees　to　reflect　their

own 　classroom 　English　to　prepare　fbr　their　fUtUre　classes 　based　on 　the　framework．

Finally，　referring 　to　the　results
，
　the　effectiveness　of　FORCE 　is　clarified　and 　the

discovered　weak 　points　ofthe 　framework　are 　reVised ．

1．は じめに

　文部科学省 は 2002 年 7 月 に f『英語 が使 える 日本人』の 育成 の ための 戦略構想」 を策 定 し
， そ

の 中で 中学校 ・高等学校の 英語教師が備 えて お くべ き英語力と して ， 英検準 1級 TOEFL550 点，

TOEIC730 点程度 とい う数値 を設 定し，「英語教員の 採用の 際に 目標 とされ る英語力の 所持 を条件

の 1 っ とす る」 こ とや 「教員の 評価 に当た り英語力の所持を考慮する」 こ とを要請す ると謳 っ て

い る 。
こ の よ うな現実を うけてで あろ うか，教員採用試 験にお い て英語資格試験の 結果 をもとに

英語の 実技試験や筆記試験を免除するな どの措置をとる都道府県 ・市 （教員採用試験を実施す る

政令指定都市数 は約 15）が多い
。 例 えば 2005 年度教員採用試験におい て英検の 資格 を特別措置

と して適用す る地域の 数が 26 県 9市 ， 参考資料として 扱 う地域が 13県 3 市あ っ た （日本英語検

定協会，2004＞。また ，TOEIC にっ い ては
一

定基準以上の ス コ ア を取得 した者に対 し教員採用試験

の
一部免除を実施 して い る 自治体が 35 件 ， 選考時の 参考とする 自治体が 21件あ っ た （財団法人

国際ビジネス コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 協会 TOEIC 運営委員会，
2005）。 もちろん ， 多くの識者が指摘す

るよ うに ， 英語教員の 英語指導力にお い て ， 英語資格試験の 成績は必要条件で は あっ て も十分条

件で は ない （山森，2006）。さらに ，2003 年 3 月に文部科学省が公 表 した 「『英語が使える 日本人』

の 育成 の た め の 行動計画 に は 「英語の授業の 大半は英語を用い て行い ，…
」 や 「…，教員は，

普段か ら主に英語で授業を展 開しなが ら，

…
」 とある。 しか し ， 英語教師が授業 の どの 場面でど

の よ うな英語を使用す べ きか に つ い て十分に説得力の ある見解はみ られ ない 。 したが っ て ，英語

資格試験で 測定される英語力 に加 え ， 授業で実際に英語を使用 して指導するため の知識や技能 ，

す なわ ち 「教室英語 （Classroorn　English）」の 使用に 関する基本 的な枠組 みを構築す る必要が あ る。
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　本研究は ，教室英語の 分析枠組み の 構築 ， 及び ， 同枠組みを用い た現職教育 （in−service 画 ning ）

や教員養成 （pre−service 　training）にお い て教室英語 を駆使する能力 を育成するための プ ロ グラ ム

開発を 目的とした一
連の 継続的研究 の

一
部で ある 。 山森 （2006）で は ， 英語教師に求め られ る英

語力の 概念枠組みを構築し ， 山森 （印刷中）で は ， 教室英語 の 教育的機能 を体系的に整 理 し ， 教

室嬬 を観察 ・自省するた め の 教室英語の 分析枠組みで ある FORCE （Frarnework　for　Observing

and 　Refiecting　Classroom　Englich）を構想 した 。 そ して ， 本稿で は FORCE を使用 して教育実習生

が 英語科実習授業におい て用 い た教室英語を振 り返 らせ ，同分析枠組みの 有効性を検証する こ と

を 目的 として い る。そ こ で まず （1）FORCE の 理論的基盤 とその 教育的機能 につ い て概要 を示す 。

次 に （2）同枠組み をもとに教育実習授業における教育実習生の教室英語の使用状況 を把握 ・分

析 し ， さらに （3）FORCE の 使用前後の 教室英語 に関す る実習生の 気づ きを比較 ・分析す る。そ

して最後に （4）教室英語 の使用状況の 結果 をもとに同枠組みの 有効 性を検証する n

2．教室英語の分析枠組み （FORCE） の概要

2．1 教室英語の 基本的機能

瞭 （印刷 中）で 構想 した教 室英 語 の 分析 枠組 み （FORCE ： Framework 　for　Observing　 and

Reflecting　Classroom　English）の 概要につ い て説 明する。同枠組みは近年の 学校英語教育界お よび

最近の第二 言語 習得研究の 動向 を踏まえ ， 教室英語に求 められ る重要な側面 として ，（1）児童 ・

生徒が英語で表現
・理解す る意味内容 を広め ・深める教師の 教室英語の 機能的側 面 （意味内容重

視の 側面） と， （2）児童 ・生徒にイ ンプ ッ ト与 えた りア ウ トプ ッ トさせ るこ とを通 して言語構造

（語彙や文法規則）に気づ かせる機 能的側面 （言語構造重視の 側面）を重視 して い る。そ して，

各側面を ， その 特徴が あるか ない か を両極にお く連続体の 軸と捉 え
， 両軸を組み合わせ るこ とで ，
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図 LFOR 」CE （Framework　for　Observing　and 　Refiecting　Classroom　English）
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4 つ の 基本的機能が想定 され る （図 1参照）。

　それぞれ 「A ： 正 しい 英語 へ の気づ きの 促進」 「B： 授業運営，授 業の 雰囲気づ くり」 「C ： 英語の

内容理解の 促進」 「D ： 表現内容の ふ くらま し構 造 との 関連づ け」 と表 された 。
こ の 図に ，

これ ま

で の 英語教育界 ・研 究界に お い て提示 された，教室英語 と関係が あると考え られ る様 々 な指導関

連項 目 （垣 田，
1981，p．94；高梨 ，

2005，pp．138−140；Nutall，1996，　pp．188−189； 高梨
・高橋，1987，　pp．105−

114；渡辺
，
1995

， pp，181−196；渡辺 他，1988，　p．17；etc．）をプ ロ ッ トした （詳 し くは山森 （2006）を参

照されたい ）。以下，これ ら 4 つ の 教室英語の 基本的機能に つ い て具体例 とともに順に解説する。

1）正 しい 英語 へ の 気づきの促進

　児童 ・生徒に適切 な英語使用に気づか せ るために使 われ る教室英語で ある 。 例 えば，音読の 模

範提示 （Chorus　Reading）やパ タ
ー

ン プ ラクテ ィ ス の プ ロ ッ ド （Proddilg）は児童 ・生徒に正 しい表

現や発音や ス トレ ス ・イン トネ
ー

シ ョ ン等を示 し，児童 ・生徒に よるその発声を導く機能 を もっ 。

また ， 児童 ・生徒の 発声を促 さない まで も，表現の模範例を提示 した り （Modeling），教師が授業

の は じめに天候や最近の 出来事などの 話題に つ い て話 した り （Describing）する こ とで児童 ・生徒

に正 しい 表現や発音を与える機能 な どが 含まれ る。また，こ の 基本的機能の 中で も特に 目標言語

の 言語 的特 徴に対 す る児童 ・生徒 の 気づ きを喚起する機能 と して イ ン プ ソ トの 強調 （11put

Enhancement）が ある 。 教師が
， 児童 ・生徒に特に注意を喚起 した い 言語的特徴の 部分で意図的に

声を大 き くした り，ス トレ ス をお くこ とで 強調 し，学習者の 意識を喚起する機能で ある。

2）授業運営 ， 授業の 雰囲気づくり

　英語の 授業 を運営するために，また，英語授業の雰 囲気づ くりの た め に用い られ る教室英語で

ある 。 例 えば ， 教師の 授業開始終了時の 挨拶 （Greeting），授業を展開するために使用 され る指示

（DireCting）， 児童 ・生徒の 学習活動行為や成果 に対する賞賛（Rewarding）の た め に用い る英語 な どが

挙げ られ る 。
こ れ らは英語授業の なか で も教師によ る英語が頻繁に用い られやすく，従来 「教室

英語」 と呼ばれて きた概念は ，
こ の 機能 にほぼ相当す る。

3）英語の 内容理解の促進

　児童 ・生徒 の 教材の 内容理解を広 め ・深 め るた め の 基本的機能で ある 。 例えば ， 教科書教材に

あ る題材内容の理解を促すた めに提示す る発問 （QueStions）が挙げられる a 特に 日本の 英語教育

に おい て はお もに読解活動 に焦点をあて た授業が な されて きた こ とか ら，特に読解活動に お ける

発問の あ り方に 関す る研 究が発展 して きて い る （e ．g，高梨 ・高橋，
1987

，
　pp．105−Il4；松浦 ，

1990
，

p．15；etc．）。 図 1 には Nuta11（1996，　pp．188−189）による読解を促す発問の分類の
一

部をプ u ッ トして

い る 。 以上は ，児童 ・生徒の
， 理解に関す る発話を求める教室英語で あるが，その

一
方で発話を

求めず ， 教師が教室英語 を調整する こ とで内容理解を促進す る機能として ，身振 り （Miming ），表

現の 反復 （Repetition），例の 提示 （Example），余剰陸 （Redundancy）がある。 詳細 につ い て は ， 先

述の 渡辺 （2003；1995， pp」81−196）や渡辺他 （1988，　p．17）の MERRIER アプ ロ
ーチが示唆的で ある。

4）表現内容の ふ くらまし／構造との 関連づ け

　児童 ・生徒が表現 した い 自己表現の 内容 を広 げ深 めるの とともに，それ を表現するため の 言語
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形式 に気づ かせ る機能で ある。 まず，表現 内容を掘 り下げるた めに教師が児童 ・生徒に 対 して 行

う閙い か けで ある。教師側がすで に答えを知っ て い る （答えが決ま っ て い る）こ とを尋ね る問い

か け （Clesed　Question），教師が知 らない （答えが複数あ る）こ とを尋ね る問い か け （open −End

Question）， 児 童 ・生徒 か ら答 えが 出て こ ない 場合 ，答 えの 始 ま りや ヒ ン トを示す 問 い か け

（Elicitation）， 児童 ・生徒の 答えや発話 の 内容を確認す るため の 問い か け （Clarifying　Question！

Confumation　Check）な どが挙 げられ る。 また，児童 ・生徒の 発話 を新 しい 表現や語彙を用い て言

語的に拡 張 した り （Expansion）， 誤 っ た表現 に対 し教師が 明示的にも暗示的にもフ ィ
ー ドバ ッ クを

与 えた りする こ と （CQrrective　Feedback）で表現内容の 掘 り起 こ しとともに言語構造 との 結びつ け

が可能に なる。

　以上の 4 っ の 基本的機能は理念的な もので あ り， 現実的には必ず しも明確に分けられ る もので

は なく，教師の
一
英語発話に複数の機能が混 じ り合 う場合が常態 と想 定 され る 。

2．2FORCE の使用の方向性と可能性

　以上概略を述 べ た FORCE は ， す ぐれた英語授業に見 られ る教室英語の 教育的機能 の 種類や割

合を規範的に提示するための枠組 みで はなく， 授業で使 用 された教室英語を教育的機能 の観点か

ら批評 ・批判するために使用する もの で もない
。 また ， 英語教師として

一
人前に なるに は どの程

度の 教室英語の 量的質的使用 が必要で あるか を規定するための指標と捉えるべ きでは ない 。 第二

言語習得研究にお い て は ， 教師に よる目標言語使用 とその 教育的効果の 関係がい まだ確定的では

な く， 学校英語教育が行われ て い る現実 も地域
・学校 ・学級 によ りさま ざまで英語授業 の 目的や

指導方法，内容は
一
様で はな く多様性 に富んで い る。 それ らを考慮すれば，特定の教室英語 の 教

育的機能にっ い て 「あるべ き基準」 を設定する こ とに どれだけの 意味がある の か疑閙で ある 。

　む しろ，FORCE は，それを用い て 自分 自身の教室英語に関する価値観や使用の 実際につ い て

振 り返 り，それ を無意識か ら意識の 土壌に引き上 げる こ とで 自身の 教室英語使用 の あ り方 を捉え

直す機会を纖 鋤 に与 えるための 道具 として位置づ け られる （c ．f 伽 ＆ Ke   is，1986）。す なわ

ち，英語教師が 自身 の 教室英語使用につ い て何がで きて い て何がで きて い ない かを把握す るとと

もに ，教室英語 に関する 自らの 無意識的な考えに気づ き ， 教室英語の 力量を向上 させ る方向性 を

自分で 設 定す る た め の ガイ ドライ ン で あ る 。 そ れ は 同時 に ， 第二 言 語 教育研究 に おい て

Kumaravadivelu（1992；1993；1994）が提唱するマ ク ロ ス トラテ ジー
の理念に も通底 してお り， 教師

が状況に合わせ ， 自身の 実行可能性の 感覚を通 して 自らの 教授法 （ミク ロ ス トラテ ジー
）を創 り

上げるために必 要な知識 ・技能 ・意識 ・自律性 が集約 された ガイ ドライ ン と捉えるこ とが で きる。

それは教師の 「自律性」 を重視 して い ると同時に，最近の 理論的，実験的，教育的背景を踏まえ

て お り 「原理 的」 で もある 。

　以上を考慮する な らば ，
FORCE で 示 された指標 （教育的機能）自体は ，今後の教育界や研 究

界 の進展や，同枠組みの 実際の 使用を通 して ， 状況に応 じて 追加 ・拡張 ・調整される可能性を秘

め た開放 的なもの として捉えられ る （次頁の 表 1に列挙 された具体的な機能の なか に
‘Others（そ
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の他）
’

とあるの は，そ の ような FORCE の 可能性 ・開放性 を示 した もの で ある）。

表 l　FORCE （Framework 　for　Observlng　and 　Refiθctlng　Classroom　English）

コ ード　　　　　　　　　　　　 教　育　的　機　能

A： 正 しい 語の　造へ の 兄 つ き

AO（0） 0ヒhers その 他

OUT 鬥JTAO （1） Chorus　Reading 一
斉読 みや 単語 の 発音練習の た めの 模範を示 す

AO（2〕 Prodding！Patヒern　Prad巨ce パ タ
ー

ン プ ラ ク テ ィ ス の た めの キ ュ
ー

を提示 す る

AI（0） Others その 他

正NPUTAI
（1） Modellng 発音 ・イ ン トネー

シ ョ ン 等の モ デル を示 す

AI（2） De5α ibhg 教 師 があ るテーマ に つ い て 話 す

肛 （3） InpuヒEnhanoement 　つ い て ほ しい 篩 　・　　 尸 　　　　した り，ス トレ

ス をお くこ とで 強調 す る

B：　　
り
　 ，　　 の　囲　　くし

BO（O） 0鬮hers そ の 他
OUTPし［「

BO（1） Gree廿ng 口　 ・，、　 の 　
｛く，天 　　目 ・・

　 臥 出　 の 　認　，

ere　 ou　are．

BI（0） 0由ers そ の 他

INPし「 BI（1） Direc囗ng 授業運営上の 指示や命令を与 え る

BI〔2） Rewa 耐ing L里
・
　 　 の反 ・u・に つ い て

⊃
面　る

OK ．　Good．　Great，　Excellent．翫 ank 　ou．　Ybu　are　welcome ．

C： 央 語の 内谷 理 　の　
℃

CO（0） 0腫1ers そ の 他

OUTpur 「

CO（1）
QuesUons　o　 Ute陶 l
C◎mrehension

答えが 文 章内に直接的，明示 的に示 され て い る 発 問

CO（2） QuestionsσF　I晩 rence 文章に 暗示 されて い る内容 を考 え させ る発 問

CO（3） Que宝ionsσ「Personal　Response
　 　 の、図 か 　 　 れ て 　 　 に 　 　 る 子

1
　 の

．
　 ・よ

印象 を 問う発 問

α （0） OUlers そ の 他

α （1） Miming ジ ェ ス 　 ヤ
ー　

一
　 ど 入 れ て，　 ．，見 　　　　　よ ど

・

使用 しなが ら話す

INPしπ α （2） Repet悶on 必 要と思わ れ る内容を 同 じ表 現 で繰 り返 して 述べ る

q （3） E×ample 具体的な例 を提 示 して 児童 ・生徒 の 理 解を深める

q （4） Redundan 鐸
同 じ　谷 　　　　　え よが 　百 し， L 里

・　　 の 　 牛 ど

促す

D：　 現　谷 のふ くら　し／
も
との 関係つ け

DO〔0） 0   ers そ の 他

DO〔1） （］osed 　Que蚶on 答え が 決まっ て い る 発問

OUTPし叮 DO（2） Open−End　Question 答えが複数ありうる発問

DO（3） Elic比a廿on 　Que調 on
児 里

・一か ら発言 が 出て こ よい 　 口 に 　爵 の ロ

ヒ ン トを与える。発音やス トレ ス で気づ かせ る

DO（4）
Ca

’
ing　QuesUon

Cbnfi  aUon 　Check 児童 ・生徒の 不 明瞭 な発 話 を確 認す る

DI（0） Othe隱 そ の 他

INP皿 DI（1） Expansbn 　里
・　　 が 這 そ っ　 して い る　谷 ＿，　　 ・

を用 い て 代弁 した り，広 げ た りす る

DI（2） Cbrrect　R ∋edback
　　の

1
蕣 の 誤 りに 寸して 明示 ・・

日示 　に発 看 多 正

促す

参 考 ：垣 田（1981，p．94），高梨（2005，　pp．138−140），　 NutaU（1996，　pp．188・189），高梨 ・高橋（1987，　pp．105−114）， 渡辺 （1995，
　　　PP．181・196），渡 辺他 （1988，　P，17）。
追記 ：上 記 Othersは ， 同分 析枠組み の使用過程で 新た に 出 て きた教 育的機 能 を追加 ・拡 張す るた め の 予備 欄 で あ る。
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3．調査 ： FORCEを用 いた英語科教育実習生の教室英語分析を通 じて

FORCE を使用して教育実習生が実習授業におい て 用い た教室英語 を振 り返 らせ る作業 を通 じ

て ， 同分析枠組み の 有効性を検証する こ とを 目的に調査 を実施 した
。 以下にその 内容を報告する 。

3．1 調査課題

　理論的に構成 した FORCE の 有効性 を検証す るこ とを目的 に， 次の 2 つ の調査課題を設 定した。

　　調査課題 A ：FOR 」CE を用い て英語科教育実習生が使用する教室英語 の 特徴を把握・分析する。

　　調査課題 B ：FORCE 使用前後の 教室英語 に関す る実習生の気づ きを比較 ・分析する。

3，2 調査方法

1）対象

　国立 大学教育学部におい て英語教育を専攻する学部 3年生 6名 （同大学附属小学校におい て実

習に参加 した学生 3名 （P1，P2，　P3），及び，附属中学校にお い て実習に参加 した 学生 3 名 （S1，S2，

S3）） を調査対 象 と し た。同学生 らは 2005 年 9 月 に 4 週 間実施され た附属小学校 ・中学校に ける

教育実習に参加 した。本調査におい て教室英語の分析対象 として選ばれた授業は，学生が 各自最

終週 に行 っ た評価授業 （45 分授業 ，
い ずれ も英語）で ある 。 評価授業とは指導教員 らか ら評定を

受ける授業 で あ り， 実習生に とっ て は教育実習の集大成で もある 。 同授業はデジタル ビデオカメ

ラに録画 され ， その 映像 を FORCE により分析 した 。

2）手順

  教育実習後 ， 自身の 実習授業ビ デオ を視聴 し教室英語 に関す る気づ きを記述 させた 。

  自身の 実習授業 ビデオ を視聴 し ， 使用 した教室英語 を授業展開の 順序に沿 っ て実習生 自身に

　 転記 させ た 。 そ の 後 ， FORCE の コ
ー

ド表 （裹 D を用い て ，転記 した教室英語 の教育 的機能

　　コ ー ドを入 力させ ， 再度 ， 自身の教室英語の 特徴に 関する気づ きを記述 させた。

  上記データを Microsoft社の 表計算ソフ トExcelに移し，実習生に よる コ
ー

ド化 の結果 を調査

　 者が ビデオを見なが ら再度確認 ・修正 した 。

  上記 ソ フ トを用い て，基本統計量 を算出した 。 （→ 調査課題 A ）

  FORCE 使用前の 気づ き （上記  ）と使用後の 気づ き （上記  ）を比較考察した。 （→ 調査課

　 題 B）

3．3 調査結果

3．3．1 調査課題 A ： FORCEを用 いた英語科教育実習生が使用する教室英語の特徴の把握 ・分析

1）教室英語の 量

　表 2 に示 される通 り， 調査対象の 実習生の 英語に よ る発話数の 平均は 271 で あ っ た。最 も多い

実習生で 451， 最も少ない 実習生は 121で あっ た。また，校種ごとの 平均は，小学校側が 283，中

学校側が 258で あ っ た 。 しか し， 教室英語の 使用量 は実習生個 々 人の バ ラツ キが大 きい
。 その た

め ， 教室英語の 使用量に関 して校種間に差が あるか ない か とい う議論はあま り意味をな さない 。

したが っ て ， 以下の議論で は校種 ごとの 平均値は下表 （24 ）におい て 参考程度に示すに とどめ
，

全体平均をお もな対象に考察をすすめる。
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表 2．実習生に よ る教室英語の 量

小学校実習生 中学校実習生

全体平均 P1 P2 P3 平均 S1 S2 S3 平均

271 45i 230 167 283 401 121 253 258

2）教室英語の質一教育的機能

　最も多く使用 されてい る機能は B （全体の 59°
／。）で あっ た こ とか ら ， おもに教室英語 は授業運

営の ため ， ある い は授業の 雰囲気づ くりの ために使用 されて い るこ とがわか る。 続い て ，正 しい

英語へ の気 づ きを促す機能 A として の教室英語使用 が全体の 31％を占めて い た。 機能 A と機能 B

を合わせ る と全体の 9 割を 占め たが，機能 C （英語の 内容理解 の促進）や機能 D （表現 内容の ふ

くらま し／構造 との 関係づ け） としての英語使用はほんの 僅かで あ っ た （表 3参照）。

表3．実習生による教室英語の 機能別割合 （1）

小学校実習生 中学校実習生全体

平均 PlP2P3 平均 SlS2S3 平均

74877970 63479769
・ ・ 島黔覆鍵

髄 へ の

31％ 19％ 34％ 42％

7932

％ 16％ 39 ％ 38％ 31％

1723361265317231273134173　　　授業運 営 ， 授業の 雰 囲
B ：

　　　気づ くり 59％ 75％ 55％ 32％ 54％ 78％ 60％ 53％ 64％

6 2 2 16 7 8 0 6 5
C 二　 英語 の 内容理解 の 促進

3％ 0％ 1％ 10％ 4％ 2％ 0％ 2％ 1％

192623282618 1 1612　　　表現内容 の ふ くらま し
D ：

　　　！構造との関係づ け 7％ 6％ 10％ 17％ 11％ 4％ 1％ 6％ 4％
271451230167283401121253258100

％
合　 計 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％

　また ， 児童 ・生徒の ア ウトプ ッ トを促す教室英語か ，イン プ ッ トを与 える教室英語か ，とい う

観点か ら実習生 の 英語発話 を分析する と， 前者が 2〜3割で後者が 7〜8割 とい う割合で あっ た （表

4 参照）。

　　　　　　　　　　　 表4，実習生による教室英語の 機能別割合 （2）

小 学校実習生 中学校実習 生全体

平均 PlP2P3 平均 S1S2S3 平均

7298805578108167366
Output

26％
一．−
22％

＿＿ 135
％ 33％ 30％ 27％ 13％ 29％ 23％

199 150 293105 ！80 工9377

％
Input 皿闇冂m“

74％

　 353冂＿111−
78％

而冂一一
65％

　112−
67％

20570
％ 73％ 87％ 71％

271451230167283401121253258
合　 計

100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 1GO％ 100％ 100％
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　さらに細か く実習生 による教室英語の 教育的機能を分析する と， イ ン プ ソ トと して 児童 ・生徒

に与 えられ る教室 英語で最も多 く使用 され る機能は BI（51％）で ある。すなわ ち，授業運営上の 指

示 （Directing）や児童 ・生徒の 反応に対する評価 （Rewarding）である こ とが わか っ た。続い て 多い

機能は AI （21％）で あ り ， 模範の 提示 （Modeling）や物事 ・事象に関す る陳述 （Deschbing）等で あ

る 。 しか し，表 6 を参照すれ ば，そ の 中で も実際に多く使用 されて い る機能は模範の 提示で あ り ，

英語に よ る物事 ・事象に関する陳述等は皆無に等しい 。

表5．実習生 による教室英語の機能別割合 （3）

全体

平均

小学校実習生 中学校実習生

P1P2P3 平均 SlS2S3 平均

AO282943
5 2633 8 5030

Output
10％ 6％ 19％ 畧％ 9蝿 8％ 7％ 20％

．F一LlF12
％

A ：

正 し い 英 語

の 構 造 へ の

気 づ き の 促

進
N

465836655330394739
Input

21％ B ％ 16％ 39％ 22％ 7％ 32％ 19％ 19％

BO34 ． 4614 7 2258 7 9

B ：

Output
7％ 10％ 6％ 4％ 7％ 14％ 6％ 4％

25　 ．」凵L8
％

授業運営，授
業 の 雰囲気
づ くり B11492901124614925466125148Input

51％ 64％ 49％ 28％ 47％ 63％ 55％
闇囚
49％

　　 −
56％

CO3
0 　 0剛 　 15闇睥■ ． 棄． 0 0 0 0

C ：
英語 の 内 容
理 解の 促進

Output
1％ 0％ 0％ 9％ 3％ 0％ 0％ 0％ 0％

G：
3 2 2 1 2 8 0 6 5．」．．．．L．．．LInput
1％ 0％ 1％ 1％ 1％ 歪％

卩 「F 尸
　0％ 2％ 1％

DO1823 霤 282517 1 1411表 現内 容 の

ふ く らま し1
構 造 との 関
係づ け

Output
7％ 5％ 10％ 17％ 11％ 4％ 1％ 6％ 4％

D ；

Dl1
3 0 0 ．1 1 0 　2鬥P 1「1．冂．1．「．闇．Input

0％ 1％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 1％ 0％

合　 計
271451230167283401121253

100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％

258．．．凵．．凵」凵L−−
100％

　
一方 ， 児童 ・生徒の ア ウ トプ ッ トを促す教室英語 として多 く使用 される機能は AO （10％）で あ

り，続い て BO （7％）と DO （7％）で ある。 表 6か ら，実際に使用 され て い る機能 は AO に っ い て

は 教師が コ
ー

ラ ス リーデ ィ ン グや 発 音の 模範を示 し ，

一斉に模倣や 繰 り返 しを求 め る機能

（Chorus　Reading）が最も多い
。 また，機能 BO に つ いて は挨拶 （（｝Teeting ）を通 して児童 ・生徒の

ア ウ トプ ソ トを促す機能で あ り，具体的には始業 ・終業時の 挨拶に加 え，天候や 日付 ・曜 日に関

する質問及びプ リン ト類を配布する際の
“Here　you　ale．

”
等で ある。さらに ，その 他 （α hers）と

して
“ Are　you　ready ？

”“OK ？
”

など授業進行上の確認の機能等も多い
。 機能 DO は学習内容に関す

る発 問で あり，すで に 答えが決 ま っ て い る発問 （C1。sed 　Question）， 答 えが複数 あ り得 る発問

（Open−End　Question）， さらに は
， 児童 ・生徒か ら期待する発話が返 っ て こない 場合に ヒ ン トを入

れた り，イ ン トネ
ーシ ョ ン で児童 ・生徒に分か らせた りす る発問 （Elicitation　Ques匠on ）， 児童 ・生

徒の 発話が不明瞭 な場合にそれを明確 にす るた めの 確認の 発 問 （Clarifying　Question）で ある。 し
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か し，表 6 か ら，実際 に使用 された の は答 えが決まっ て い る発 問で あ り， それ も小学校側に 多い
。

表 6．実習生による教室英語の機能別割合 （4）
基本的機能 コ

ード 教 育 的 機 能 小学校実習生 中学校実習生

論 9（9）．Others　 鬥 00 ％ 0 0％
OutputAO （1） Chorus　Reading　　 門「 269 ％ 30ll ％

AO （2） Proddlng！Pattem　Practice 0 δ％

鬥
10 ％　　 正 しい 英語

A ： の 構造 へ の

　　 気づ きの 促
　　 進

AI（0）　　 鬥 0丗 ers 09 ％ ． 10 ％

一．「．一．．．＿．困 Modehngh
門 門 【rrP 闇尸　 49

隙「闇闇國 21％ 3217 ％
InputAI （1）

AI（2）　　　「Describing弼 2 1％ 2．

「「−．．凵．」．．
1％

AI（3） Input　Enh｛mcement 2 1％ 3 1％
BO （0）「−「．−　「．冂“四1．． 01hers 164 ％ 20　　睥 6％OutputBO

（1） Greet  9 62 ％ 5 2％　　授業運営 ，

B ： 授業の 雰囲
　　 気づ く り

BI（0） 01hers 62 ％ 188 ％

InputBI （1） Dh7ect血9 4316 ％

　門
68

　闇剛鼬
27％一」」」L．
21％

「「鬪 rBI
（2）

　　　　　睥囚 門
Rewardhlg 101

　鬥飼尸門剛
28％

　 」−
63

CO （0） 0出ers 00 ％ 0 0％
CO （夏） Ques廿ons 　ofLite1 組 ComprehenslDn 53 ％ 0 0％

OutputCO
（2） Quesdons　of 工n蝕 encc 0

闇圏■
0％

鬥
　 0

戸尸．．．．．．FO
％　 尸

CO （3）
　　　戸鬥囚 h 旧闇困 M 凵
Questions　ofPersonal 　Response 0

戸門鬥
0％ 0 0％

α 臻繼 CI（0）　　 門
Others
　　「 「 rp 鬥門闇門 闇 00 ％ 2 1％

CI（1） Mim 血9　　　　　　　　　　　　　 r冂．．「1「．
010 ％ 0 0％

Input ．qの ．．奥鯉 ゆ 　 　 　 　．．

　 鬥鬥
0％

門
　 1

CI（3）「 Example門 凾門 噛 00 ％ 0

　 　 0％．闇Fr．1．L．．．．凵」．」广」．一」」
　 　 0％

CI（4） Redundancy 0o ％ 1
門鬪 門
　0％

DO 〔0） Others 00 ％ 2 1％

DO （1） Closed　Quesロon　　　　　　　　　　　．1■1「「1冂r■」「「■ 18P
「門

　 8％ 5 1％

OutputDO （2）　 剛門 Open・End　QuesUon　　　　　　 鬥 ．．■．L」幽．．．．．．．．．．幽國“．岡．一．．．．．幽

　「
1

闇
　0％ 3 1％

　　表現内容の

　　 ふ くらま し
D ：
　　！構 造 との

　　 関係 づ け

DO （3） Elicitation　Quesdon　　　　 門 3
「
　1％　　1劉 0鬥 0％

DO 〔4） C】adfシing　Ques価σn／Conf  ation　Check 32 ％ 1  ％

DI（0） α hers　　　　　　　　　　“冂r「冂．．「．「r「「．．「1 0％ 1G ％

InputDI （1） Expan3ion尸尸「， 門．．「．．咽」．L1「．F鬥．． 尸

　 01．．凵．」、

　 」

　 尸
0％

門
0 0％　　 ”

DI（2） Cor！鴇ct　Feedback 00 ％ 0 0％

合　　　　 計 283100 ％ 258100 ％

　機能 CO ，　CL　DI は皆無に等 しい 結果 とな っ た 。 機能 CO は教科書教材等の 内容理解を促すため

の発問で ある。 機能 CI は教師に よる英語発話 の 理解を深 めるために教師が発話を繰 り返 した り

（Repetition），言い 換えた り （Redundancy），例を示す （Example）などの 機能であ り， 機能 DI は児

童 ・生徒が 英語で 発話 しよ うと して い る内容を未習 ・既習表現を用い て 代弁 し た り， 広 げた りす

る機能 （Expansion）や，児童 ・生徒の 発 話 の 誤 りに教 師が 明示 的 ・暗示的 に修正 を施 す機能

（Correα F   dback）で ある。 これ らの 教室英語の 教育的機能が あま りみ られず機能 A や機能 B （特

に模範の 提示 や指示 な ど）に偏 っ て しま うの は ， 40 人程度の 学級人数を考慮すれ ば致 し方の ない

こ となの か もしれない 。しか し，機能 C や機能 D を駆使で きる技能を獲得すれば， それだ け児童 ・

生徒の 学習機会を広げた り， 深めた りする可能性が高ま るで あろ うこ とは否定で きない 。
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以上 をま とめ る と，教育実習生 の 教室英語の 特徴は次の 通 りで あ る 。

・ ア ウ トプッ トを促す発話が全体の 2〜 3割 ， イ ンプ ッ トを与えるための発話が 7〜 8割で ある 。

・ コ
ー

ラ ス リ
ーデ ィ ン グや発音の 模範を示すための 教室英語の 割合が高い

。

・ 授業運営上の 指示 を与えるた め の教室英語の 割合が高い 。

・ 児童 ・生徒の 反応に肯定的な評価を与えるた めの教室英語の 割合が 高い 。

・ 授業中の 英語 に よる発問は答えが決ま っ て い る もの が多い 。

一方 ， 教育実習生が全 くある い は あま り使用 して い ない教室英語の 教育的機能 は次の 通 りで ある。

・ 気 づかせ たい 箇所 （単語 や規則）をス トレ ス 等で強調す る （11put　Enhancement）
・ 教 師が事物や事象を英語で 陳述す る （Describing）
・ 教 科書 内容 に関す る発問をする

　　　　　　　　　　 （Questions　ofLiteral 　Comprehension，　lhference，　PersQnal　Response）
・ 同 じ表現を反復す る （Repetition）
・ 例 を与 えて理解を促す （Exarnple）
・ 同じ内容を様 々 な表現で発話す る （Redundancy）
・ 答えが決ま っ て い ない発 問 （Open−End　Question）
・ ヒ ン トを与える （Elicitation　Question）
・ 不明瞭な点を確認する （Clarifying　QueStion）
・ 未習 ・既 習表現を用い て代弁 した り，広げた りする （Expansion）
・ 児童 ・生徒 の 発話の 誤 りを修正 す る （Corrective　Feedback ）

3．3．2 調査課題 B ； FORGE使用前後の 教室英語に関する実習生の気づ きの比 較と分析

1）FORCE 使用前の 実習生の 気づ き

FORCE に よる教室英語の 自己分析の 前に ，調査対象実習生に対し次の 課題を与えた。

「自分 の 評価授業を，特に教室英語 の 観点か ら視聴 し，気づ きを書きなさい
。 」例 えば，

量的側面 （英語を どの 程度使 っ て いたか）や質的側面 （どの よ うなときに， どんな英語を

使 っ てい た か）か ら。 また ， そ の他 ， 気づ い たとこ ろはあるか 。 などな ど。

特に 目立 っ た記述は，使用 した教室英語の少な さに つ いて で ある。 教室英語を使用 した場面は，

授 業展開の 最初の 挨拶時や ウォ
ーム ア ッ プ時が ほ とん どで あり，そ の 他の 部分で は 日本語 を使用

して しま う傾向が あるようで ある （以下，［コは筆者に よる字句の挿入 ・訂正 ，〈 〉は 削除すべ き

箇所を示す）。

Classroom　Englishは，ほ とん ど使 えて お らず 日本語が圧 倒的に多 くな っ て い ま した 。 英語

の 時間とい うこ とで ，始ま りを意識 して い た分，挨拶や子 ［ども］同士 の や り取 り ［， ］

歌 な どで Ciassroom　EngliShを まだ使えてい たが，活動の ところで は ， 日本語がほ とん どだ

っ た。OK が 口癖で，か ろ うじて 英語 を入れ て い る感 じに なっ てた と思い ます 。 何 とか英

語 を使 お うとい う意識 と，活動が ス ム ーズ に い くためには
…
　 　 とい う思い が 混 じ っ て ，

逐語訳にな っ て るとこ ろが い くつ か あ っ た。　　　　　　　　　　　　　　　　　 （P1）

私 の場 合は，最初 の あい さつ や warrnilg 　up の とき くらい に しか，英語 を使えて い ませ ん で

した。 ゲーム の 説明 もほ とん ど日本語で して しま っ た し …　 。英語 ： 日本語； 2 ： 8 く

らい だっ たよ うに思います　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P3）

1 つ は classroom 　Englishが少ない とい うこ と。英語で で きる と こ ろ も日本語で言 っ て い る

こ とが あ りま した 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （S2）

次に ， 使用 した教室英語の 種類 が少 ない こ とを指摘す る実習生 も多い 。特に児童 ・生徒 に対す
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る褒め言葉の 種類の 少 なさに関する指摘が 目立つ
。 また同時に，実習生の 記述か ら 「教室英語イ

コ
ー

ル 褒め言葉」 とい うJ 教室英語の使用範囲を矮小化 して 思考する傾向が うかが える 。 そ の 結

果 ， 教室英語がパ タ
ーン化 し機械的な繰 り返 しの よ うな印象を得た とい う指摘にあるよ うに ， 教

室英語 をワ ンパ ターン な もの に して しまっ たとも考えられ る。

「ほ める言葉を大切 に」 とい う担当教官の ア ドバイ ス で ，英語版を思い つ くだ け書き出し

て ，授業で使 っ て い くこ とを目標に し，心 の準備を して い た が，実際使 っ て い たの は ， OK ，
GOOD （JOB ），　 Nice（sing 〈g＞ing）位で ，3 つ を使い まわ し て 終わ っ て い ただけで ， 全 体的に

見て も英語の 量的に も質的に も不十分だ っ た と感 じます。　　　　　　　　　　　 （PD

あと英語の バ リエ
ー

シ ョ ン が少 なくて ， 聞い てて へ こみ ま した。 なにか に っ けて 「Very

good ！」 「OK ！1 の 連続で し た
。 生徒は何を思 っ たで し ょ うか 。 ＿ あと評価授業 とい うこ

ともあっ て classroom 　Englishもい つ も使 うもの は言えて い ま したが ， 毎 回同 じ場面に 同 じ

表現 を言 っ て しま っ て い た の で
， もっ と違 う表現で説 明や ら， 発 問がで きて い た ら，生徒

に もメ リハ リの つ い た授業が提供で きた の に と思い ま し た。 授業 の 変わ り 目に ももっ と
classroem 　Englishを取 り入れ られた らよか っ たと思い ます。　　　　　　　　　　 （Sl＞

また
， 言葉の 種類が少ない です 。 褒めて る表現に至 っ て は ， OK1　Very　good！くらい しか無い

上に感 情がこ もっ て い な くて とて も機械的です。 授業で い っ ぱい い っ ぱい だ っ た とはい え，

も う少 し 自分 らし さの 出る表現で生徒と コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン で きて い た らな と思い ま し

た 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （S2）

そ の
一

方で ， 同 じ場面で も違 う表現や説明が で きて い た ら授業 にメ リハ リが つ い たこ と，授業の

変わ り目に教室英語を使用すべ きで ある こ と，などの 指摘 もある。 しか し，概 して教室英語 の 種

類の 少な さに 関する指摘がで きて い て も， それ は英語の 表現 レ ベ ル の 種類 に意識が 向か っ て お り，

教室英語の 教育的機能の種類に関する指摘は あま りみ られ ない 。

　その 他 ， 僅少で はあ るが ， 例えば ， 児童の 日本語 に よるつ ぶ やきを英語 に換えて言い 直す機能 ，

単語や表現の 言い 換え （パ ラ フ レ
ーズ）機能，フ ィ

ー
ドバ ッ ク機能が挙 げられて い た。 しか し，

（実習生は気づ い て い ない と思われ るが
， ）教室英語に関する 自己 分析 に表 された こ れ らの 機能は，

自身の 教室英語 を児童 ・生徒に理 解させ る とい う側面に偏 っ て い るよ うな印象を受け る。

子 どもとの 対話 を楽 しめるよ うに ， 日本語で つ ぶやい た とこ ろ を英語 に直せれ ば よか っ た

なあ と思い ます 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （P2）

生徒に挙手 させ る場面で は ，

“

not
”

を強調 （haven’tで は な く have　not を用い た， とい うこ

とで す）する よ う， 気をつ けて い ました 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （S3）

難 しい 表現 を使 っ て しま っ た ときは，同 じ内容を言葉を変えて 2 回言 うこ とを意識 して い

たの ですが ， 全然で きて い ませ んで した ［。 ］　　 　　　　　 　　　　 　　　　 （S3）

ただ ， 英語で の 発表 には英語で返す こ とを 目標に して い た の に，あま りで きて い ませ んで

した 。 特に ，

一
番最後の 生徒 の 発表内容に関して は，英語で の フ ィ

ー
ドバ ッ クを大切に し

たか っ たの に ， 日本語で言 っ て しま っ たの で くや しい で す。　　　　　　　　　　 （S3）

さらに，教室英語 を何 の た めに使用す るの か
， その 意義や機能 に つ い て疑問を抱 く実習生 もい た。

2 っ 目は Classroom　Englishを使 う意味をしっ か りと持 てて ない とい うこ とです 。 私 は授業
で 「は い ，始めて 。 j と言 っ た り，

”Let’

s　start．T’と言 っ た りば らば らで した。 生徒に英語表現
に触れ させ るため に も，英語で で きるとこ ろは英語です るべ きで した 。 また，英語 で 説明
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した後，す ぐに 日本語 を言 っ て しま うこ ともあ りま した。せ っ か く英語で指示 したの だか

ら， それ を生か せ る授業に し たか っ たです 。 （中略）私は授業中に Classroom　Englishを使
う目的や意 図を深 く考 えるこ とな く， ただ使 わなければ と思 い使 っ て い ま した。 自分の 中
で意 図がは っ き りして い れば ， より効果的に英語を使 えて い たの になと思い ま した 。 （S2）

以上 ，実習生の教室英語に関する 自己分析の記述か らは，教室英語 の 量的な少 なさ，表現の 種類

の 少 な さ，教育的機能に対する意識の 不十分さ及び教室英語使用の 意義に対す る疑問を読み取る

こ とが で きる。

2）FORCE 使用後の 実習生の 気づき

　実習生各 自に 自分の 実習映像を視聴させ ，使用 した教室英語 の 書き起こ し，表 1 にも とつ くコ

ー ド化を経て
， その 結果を 自己分析 させ た。配布 した 「教室英語の 分析」 シ ー トの 自己 分析欄に

書かれ た実習生の 感 想の 主要な部分を以下に挙げる。

　ほ ぼ全員が教室英語 の 教育的機能の 偏 りを指摘して い る。FORCE に掲 げられ た教室英語の 教

育的機能をどれ くらい 使用で きたか 量的質的に明瞭に把握で きるため ， そ の 種類の バ ラ ツキ に っ

い て は実習生にか な りの イ ン パ ク トを与 えたよ うで ある 。

教室 英語 に つ い て の 観点で 改め て 実習を振 り返 っ て 気づ い た こ とは
， 教室英語の 構成に偏

りが ある とい うこ とで ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （PD

自分が評価授業で使用 した教室英語 を FORCE に よ り分析 し て み ると， まず ，
「D ：表現内容

の ふ くらま し，構造と の 関係づ け」に分類 され るもの が極端に少 ない こ とが 目に つ く。（P3）

今回やっ た授業は，教科書の説明をほ とん どしない 部分だっ た の で
， 使っ た教室英語 は指

示 とグ リーテ ィ ン グ しかなか っ た。 しか し，そ うで あっ た として も，生徒の 活動 へ の フ ィ
ー ドバ ッ ク として ，もっ と英語 を使 う場面は作れて い たはずだ と思 う。授業全体 として ，
わた し が し ゃ べ る部分が多く， 生徒 との や りとりが少なか っ たこ とも教室英語 をあま り使
えなか っ た原因になっ てい ると思 っ た。　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 （S2）

こ の 表をぱ っ と見て ，まず最初に B が多い こ とに気づ きます。今回の授業で 使 っ て い る教
室英語の ほ とん どが ，授業運営 ・授業の 雰囲気作 りをするた め の もの で した。今回，特に

少 なか っ たの は D の OUTPUT で す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （S3）

また，FORCE に挙 げ られて い る機能項 目をもとに 自身の 教室英語の 偏 りを分析す るこ とを通 し

て ， 実習生各人が ， 自身の 教室英語 を改善す るために どうすべ きか 思考 して い る状況 を読み取 る

こ とがで きる 。

私の使 っ て い た教室英語は ， 指示 ，
パ ターン プラクテ ィ ス の 大まか に二 っ で した 。もっ と

子 どもた ちの創造 ［想像］を膨 らませ られ る よ うな質問や ， 子 どもたちとの 対話 を楽 しむ

よ うなもの があっ て も良か っ たの ではない か と〈 お〉 思い ます 。　　　　　　　　　 （P2）

特に ，open −end 　Questi。n
，
　Elicitation　Qucstion，　Clarlfying　Questionは全 くな く， 児童が伝えた

い 内容 をふ くらますこ とがで きて い な い
。 小 学校の 段階では ， 児童 が 自分の 気持 ちや意見

を英語で表すこ とは簡単で はない と思 うが ， 内容や答 えが限定され て い る質問だ けで は，

児童が積極的に 自己表現で きる機会が少な く， 教師が一方的に授業を進める こ とにな っ て

しまい が ちだ と思 う。 児童の 英語 ア ウトプ ッ トや児童同士 ， 児童 と教師の 間の イ ン タラク

シ ョ ン を促す教室英語 をもっ と使いたい
。　　　　　　　　　　　　　　　　　 （p3）

また ， If な どの 表現はまだ習 っ て い ない の に ， 後で和訳する こ とな く使用 して い た場面

が あっ た 。
こ の ときに，redundancy や e漁 mple を多用する こ とが出来れ ば ， 教室英語の 質 ・
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量を ともに上 げるこ とが出来 るの だ と思 っ た 。 （改行）授業 の前 に ， 言お うと思 うこ とを

準備 して い て もなか なか 自然 と教室英語を使用する こ とは 出来 ない が ， や は り準備は必要
だ とい うこ とを痛感 した。 redundamcy や e  pleを使用するには，で きるだけ多くの，か

つ わか りやすい表現方法を用意 しておか なければい けない と思 う。 なぜな ら， 解 らない と

授業は つ ま らなくなる し ， 生徒を多くの表現に触れ させ る良い 機会だ と思 うか らだ。 しか

し，教室英語の 中には ，鞴 をあ らか じめ出来 ない よ うなもの もある。授業は 生徒 と作 り
上げて い く物なの で ，

「表現内容の ふ くらま し ， 構造 との 関連づけ」 に分類 され るよ うな

教室英語 を どれ だけうま く使えるかで ，教室英語 の 効果も変わっ て くるだろ う。その 場で

うま く，適切に英語 を使 えるか は慣れや経験と関わっ て くる の で， 日々 英語に どれだ け触
れ て い る かが閤われ る と思 う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （S2）

授業の 後半部分で，ある トピ ッ クに つ い て 自分は反対か賛成か意見 を書 く，とい う活動を
しま した 。 せ っ か く生徒に発表 して も らっ た の に，その 意見 に対するフ ィ

ー
ドバ ッ クもほ

とん ど日本語で行 っ て しま い ま した。最後の ほ うにほ ん の 少 しだ け D −1−1 がみ られ ま した
が，この 部分で もっ と D −O や D −1が増やせた と思い ます。また，全体を通 して

一
人で し ゃ

べ りすぎで，生徒に対 して質問する機会が少なすぎで した。その せ い で ， 生徒 との や りと

りが 1 ターン で 終わ っ て しまい
， それ以上会話 を深めるこ とが で きて い ません 。 生徒が英

語を使 う機会も少 なか っ た の で ，導入部分や最後の発表の 時などに D −0 −2，3，4 にあたる教
室英語 を用い るこ とに よ り，生徒が 英語を使 う機会を設 けるこ とが で きる と思 い ま した 。

また ， 生徒 との や りと りも 1 ターン で 終 える場 面が 多か っ たの で ， その よ うな時 に は

D −1−1
，
2 を用い て会話の 内容を膨らませ た り，別の 表現 で言い 直し生徒の 気づ きを促す よ う

な取 り組み が必要で した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （S3）

前述 （3．3．1 の 2）の よ うに ， 教室英語は 「イ ン プ ッ トを与 える」機能 で使用 され て い る場合が全

体の 7〜8割を占めて い る。 今回の 自己分析を通 じて ，
「ア ウ トプ ッ トを促す」 機能 をもっ と重視

すべ きこ とに気づ く実習生 も多い
。

難 しい 表現 はあま りなか っ た よ うに思い ますが ，子 どもが少 し立 ち止 まっ て考 えられ るよ

うな
一

歩進んだ教室英語 を使 えるよ うになればよか っ たと思い ます。　　　　　　 （P2）

授業 とい うと， 教師の 視点か ら考えが ちだ が，もっ と生徒の こ とを考えて授業構成 を組 ん

で い かなければい けない と思 っ た 。
ビデオ を見て ， 生徒が教室英語を使 う機会 をもっ と増

や さなけれ ばい けない と感 じた。 自分自身が使 う教室英語は少 なか っ たが ， 生徒は もっ と

発話 をす る機会 が なか っ た の に愕然と した。生徒 も 「英語で 出来 るとこ ろは英語 です る」

とい うス タイル を し っ か りと定着 させなければい けない と感 じた。　　　　　　　 （S2）

Pattern　PraCtice の 機会は多くあ っ た と思い ます。ただ ， 生徒が 自らの 意見や，授業 とは直接

関係 の ない よ うな事柄 をア ウ トプ ッ トで きるチ ャ ン ス を もっ とた くさん設 ける べ きで し

た 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （S3）

以上 の 実習生の 意見を まとめる とお お よそ 次の 点が浮かび上が る 。

・ 使用 した教室英語の 機能に偏 りがあ っ た。
・ 児童 ・生徒を相手に英語に よる相互交渉がで きて い ない

。

・ 児童 ・生徒か らの ア ウ トプ ッ トの機会がない
。 そ の ため ， 児童 ・生徒に英語で 考え させ る機

　 会がなか っ た 。

・ 児童 ・生徒の 言い た い 内容をふ くらますよ うな教室英語の 使用がで きて い ない 。
・ 強調すべ き とこ ろで は強調する。

・ 指導計画 に関わ る内容とは 関係の ない 事柄に つ い て もア ウトプ ッ トで きる機会をっ くるべ き。

4．総合考察

4，1 調査課題 A： FORCEを用い た英語科教育実習生が使用する教室英語の特徴の把握 ・分析

　まず ， 調査結果 の 考察に入 る前に ， 実習生 の
一

発話単位の 区切れが不明確で ある点や撮影 し た
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ビデオ では 拾い きれ なか っ た教室英語 （例 えば，グル ープ活動時に実習生がグル ープあ る い は個

人に対 して発 した教室英語な ど）が あっ た こ とを付記 してお く。

　FORCE を もとに英語科教育実習生の 教室英語使用 の 特徴をか な り具体的に把握する こ とがで

きた c その よ うな意味で は，本枠組みを使用 して 自身の 教室英語を分析 した実習生は ，か な り明

確に 自身の 教室英語の 特徴を把握 で きた と考えられ る 。 しか し ， 手順  （3．2 の 2）におい て実習

生に よる教室英語 の コ ー ド化の 結果 を筆者が ビデオ を見なが ら再度確認 ・修正 した結果，実習生

の あい だ に教育的機 能の 読み取 りに関するくい 違い がかな り確認 された。また，教育的機能の 項

目の 多 さを考慮すれば無理 もない こ となの か も しれない が ， 実際 ， どの 機能に該当す るの か判断

に迷 う発話 も少な くな く， コ ー ド化 の
一貫性 を保 つ 作業はか な りの 困難を極めた。機能項 目を精

選す るな ど何 らかの工夫を施 し ， よ り分析しやすい よ うに同枠組み を改善して い く必要が ある。

同時に，教育実習前に現職英語教師や先輩の 実習授業を FORCE を用 い て分析 させ た り， 1 っ の

授業を複数人で共 同分析させ た り，実習期間中の授業後すぐに FORCE を用い て 自身の 教室英語

を振 り返 らせ た りするな ど，分析の 機会を増やすこ とで 教室英語 の 教育的機能 の 的確な把握がで

きる よ うに指導する必 要が あ る。そ して 願 わ くは，最終的には FORCE の機能項 目を身体で 覚え ，

さらには一
英語教師 として の独 自の教室英語の枠組み へ と発展させ るこ とを目指 したい 。

　また，今回の 分析で，現 FORCE で は把握で きない 4 つ の 教育的機能が明 らか に された 。 それ

らは ， 授業進行上 の確認 （
“OK ？

” “ Are　you　ready ？
”

）の 機能 （Che。  g），教師の 意図や説 明を伝 え

る機能 antending），児童 ・生徒の 発話に身体反応や相づ ち （
“Uh −huh”

，

“Yes．” ）などの 手段 で反応

する機能 （Facilitation）， 児童 ・生徒の発話を再度述べ る機能（Cuttirrg（Highlighting）， で ある。また ，

FORCE （表 1）に位置づ け られ てい た，ジ ェ ス チャ
ー
や表情を入れて視聴覚教材や実物 な どを使

用 しなが ら話す機能 （Miming）は教室英語の 補助的な道具で あり，教室英語その もの で はない た

め同枠組み か ら除外 した （Mimingの重要性 を否定するもの では ない）。そ して これ らの 修正 を施

し，改訂版 FORCE （表 7： 本稿最終頁に掲載）を作成 した。今後 ，　 FORCE 使用者や観察対象者

を増やすこ とで，さらに FORCE に含まれる べ き教育的機能に っ い て発展的に考えた い 。

4．　2 調査課題 B： FORCE使用前後の教室英語に関する実習生の気づきの比 較 ・分析

　また，実習生 の 意見 ・感想か らも分か る よ うに，FORCE を用い て 実習生に教室英語 を分析 さ

せ るこ とに よ り，自分自身が実習時に使 っ た教室英語に 関する多くの 気づ きを促す こ とが で きた。

前述 （22 ）の よ うに FORCE は教室英語の 「あるべ き姿」 を示す規範的な枠組みで はなく，実習

生が 自分 自身の 教 室英語の 「い まある姿」 を知るた め の 枠組みで ある。特に ， 教室英語 の 表現の

種類に とどまらず ， 機能の 種類 に関す る気づ きを促 し，か つ ，使用前の 漠然と した気づ きに止 め

る こ とな く具体的な方向性 を考える道具 として FORCE が作用 して い るこ とが うかがえた 。

　また，FORCE 使用の 前後に関係 な くうかが えた実習生の 気づ きに ， 教室英語を準備 して い た

に もか か わ らず，授業に なる と使用すべ き とこ ろで使用で きなか っ た とい う記述が多くみ られた 。
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ほ める言葉に 関し て は何通 りもの 言い 方を書き出 して意識付けを計 ［図コっ て い たが ，“
Excelleng　Goodjob

”
と並べ て付けたよ うな対応の とこ ろもあり，知っ て い る表現と実際

に使 える とい うこ ととは別物だと痛感 した。これは全体の 教室英語 を通 して もい えること
であ る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （P1）

私が一
番困っ たの は，子 どもをほ め るときの 表現です。指導案を作 る段階で は何 種類か表

現を思い 浮か べ て い るの に，実際の 授業にな ると
”Goodjob．mtGreat ．

”

くらい しか使えて い ま
せ ん で した。い ろ い ろ な表現 を普段か ら使 っ て い ない ために ， とっ さに出て こなか っ た の

だ と思い ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （P3）

指導案の 段階で はい ろい ろ思い つ くの に ，
い ざ授業でする とで きな くて，英語で授業をす

るこ との 難 しさを感 じました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （S2）

山森 （2006）の 概念枠組みにおい て も提示 したよ うに ， 英語教師に求め られ る英語力に っ い て は ，

一定基準の英語力が英語指導実践の前提 になる とい う側面 （基準として の英語力）と ， 逆に英語

指導実践を通 して 必要な英語力 が培われ る側面 （経験として の 英語力）が ある。上記 の 引用に あ

るよ うに，教室英語の 表現を覚えて授業に 臨ん で も，必ず しも適切な場面でそれ らを使用するこ

とがで きる とは限 らない こ とか らも，経験 として の英語力の 重要性が裏づ けられ る。 こ の こ とは ，

事前準備は必要不可欠で あ るこ とは否 めない が
， それだ けでは不十分である こ とを示唆 して い る。

FOR 」CE を参照しなが ら教室英語の 方向性を定め て 授業に 臨み，その 結果 をまた FOR 」CE を用 い て分

析 し，次の 方向性 を定めるとい う循環的な試行錯誤 を通 して 教室英語は徐 々 に養われる もの と考え

られ る。その よ うな意味で は，前述の よ うに FORCE を用い た分析演習をで きるだけ多 く行 う必 要

があ る。今回の試行では FORCE の 作成が遅れ たた めに，教育実習の 事後指導の 最終段階で 実習生

が同枠組みをもとに授業で使用 した 自身の 教室英語を個人的に振 り返 るの みとなっ た 。 しか し，実

習の 事前事後に FORCE を用い て 自身の 授業を含む複数授業を分析 し
， 実習生同士 の対話 を通 して

お互 い の 分析 を共有するこ とで，よ り充実した教室英語の 指導が可能になると思われ る。

　以上を考慮する と，教室英語の技能を育成するた め の FORCE の 可能性は高い と結論づ けられ

る。 とはい え，教育的機能の 項 目の 妥当性や使 い やすさ等，検討すべ き点も多々 あ り， 今 後 ， そ

の発展 的改良をは か りたい 。

5．さい ごに

　本稿 で は ， 英語科教育実習生が実習授業にお い て 使用 した教室英語を ，
FORCE を用い て振 り

返 る作業を通 じて ，同分析枠組みの 可能性を検証す るこ とを目的とした。まず （1）教室英語の 分

析枠組み（FORCE ）の 理論的基盤 とその 機能に つ い て概要を示 した。次 に （2）同枠組み を もとに教

育実習授業における大学生教育実習生の 教室英語の 使用状況を把握 ・分析 した （調査課題 A ）。 さ

らに FORCE の 使用前後の 教室英語 に関す る実習生の 気づ きを比較分析 した （調査課題 B）。 そ し

て 最後 に（4）教室英語 の 使用状 況 の 結果 を もとに同枠組 みの 有効性 を検証 した 。 結 果 と して ，

FORCE の 有効性が確認 される とともに，同枠組みの 教育的機能に若干 の 修正 を施 した 。

　今後の 課題 として は，さらに多くの 実習生や現職教師に FORCE を用 い て 自身 の 教室英語 を分

析 して もらうこ とを通 じて ，学校英語教育の 現実に
一

層沿 っ た ， 使いやすい 分析枠組みへ と改善
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したい 。 また，FORCE を教育実習期間中に実習授業と同時進行で使用す る ことで ， 期間内の 実

習生に よる教室英語使用の量的質的 向上 を図 りたい。

　なお，本研究は ， 平成 17年度鳴門教育大学教育研究支援プ ロ ジ ェ ク ト経費に よ り実施 した 「教

育実習生の英語授業にお ける教室英語 の 使用 とその 指導に関す る研究」 （研究代表者 ： 山森直人）

に基づ くもの で ある 。
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表 7，Revised　FORCE （Framework　for　observing　and 　Reflecting　classroom　English）

A ： 正 しい英語の構造へ の 気づき

（1）ChorUS   ding 一
斉読みや 単語の 発音練習の た めの 模 範 を示す

0『「PUT
（2）Prbdding1Pattem　PracUoe パ タ

ー
ン プ ラク テ ィ ス の ため の キ ュ

ー
を提示 す る

（1）Modeling 役割読み，発音 ・イ ン トネ
ー

シ ョ ン等の モ デル を示す

INPげ「 （2）Desα1bing 教師が物事や現象 にっ い て陳述す る

（3）lnput　Enhancement
気づ い て ほ しい 言語的特徴 を声を大 きくした り，ス トレ ス をおくこ と

で 強調する

B：授業運営，授業の 雰囲気づくり

（1）ChecMng
授業進行上 の 確 認な ど

（Arc　you　ready ？　OK ？　Do 　you　undcrs 陛md ？）
OUTP し叮

（2）Greeヒing 始 業 ・終 業 時の 挨拶，天 候や 同付 。曜 鬥，出席 の 確認 等，Here 　you 肛 e．

（1）1ntending 授業の 展開に つ い て 述 べ た り，教師の 意図や 説 明 を伝 えた りす る

INPじτ （2）Dire曲 g 擾業運営上 の 指示 や命令を与 える

（3）Rewa耐ing
児童 ・生徒 の反応に つ い て 評価す る

（OK ，　Good．　Great　Excellent．凸 ank 　you．　Ybu　are　welcome ．）

C： 英語の 内容理解の 促進

（1）Que渕ons σ「し碇eraI
Comprehensbn 答 えが文 章内 に直接的 ， 明示 的 に示 され て い る発 問

OUTpur「 （2）Que蚶 ons 　of
　Inference 文 章 に 暗 示 され て い る 内 容 を考 え させ る 発 問

（3）Que軾jons　of　Personal
　Response

著者の 意図 か ら離れ て 文 章 に 関す る学習者の 個人 的な印象 を 問 う発

問

（1）Repe驅 on 必要 と思われ る内容を 同 じ表現で 繰 り返 して 述 べ る

INPし「「 （2）Exampie 具体的な例を提示 して児童 ・生 徒の 理解を深 める

（3）Redundanc ゾ 同 じ内容 を表現 を換 え なが ら話 し
， 児童 ・生徒の 理解を促 す

D ： 表現内容のふくらまし／構造との 関係づけ

（1）隔 ci1此aOon
児童 ・生徒の 発 話 に 身体 反 応や 相 づ ち　（Uh−huh．　Yヒs．　Ri帥 t．）な どの 手

段 で 反応 す る

（2）Closed　Ques魎on 答えが決 ま っ て い る発 間

O じ「PUT （3）Qpen−End　Que5Uon 答えが複数あ り うる発 問

（4）巳ici蹴 ion　Ques廿on 児童 ・生徒か ら発話が 出て こ な い 場合に発話の 始 ま りや ヒ ン トを与 え

る。発音やス トレ ス で 気づ かせ る

（5）Clar醇ing　Question！
　Confirma類on 　Check 児童 ・生徒の 不明瞭な発話 を確認する

（1）Cut口ng ／胸 hligh廿ng 児童 ・生徒 の 発話 を再度述 べ る

INPU『 （2〕Expansbn
児童 ・生徒が話そ うと して い る内容を，未習 ・既習表現を用い て代弁

した り，広げた りす る

（3）Q ⊃爬 磁ve　R∋edback 生徒の 発 話 の 誤 りに対 して明示 的 ・暗示 的に発 話修正 を促す

垣 田（1981，p．94）， 高梨（2005，　ppJ38−140），　Nutall（1996，　pp．188・189）， 高梨・高橋（1987，　pp，105−114），渡辺 （1995，　pp．181496），
渡辺 他（1988，p．17）を参考に して い る。また，上掲の 改訂版で は，紙幅の 都合上，同分析枠組み の 使用過程で新たに 出

て き た教育的 機能 を追 加 ・拡 張す るた めの 予備 欄 Othersを省 略 して い る（表 1に 掲載の FORCE を参照 の こ と）。
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